
陸上自衛隊第１２音楽隊サマーコンサートｉｎ足利
ク
プ
ラ
ザ
（
足
利
市
）
で
行
な
わ
れ
た
足

ル
ー
ト
ソ
ロ
が
演
奏
さ
れ
て
更
に
盛
り
上

ｉ
ｎ
足
利
」
を
支
援
し
た
。

足
利
支
部
、
隊
友
会
足
利
支
部
、
足
利
市

事
務
所(

所
長　

櫻
井
１
陸
尉)

は
７
月

自
衛
隊
家
族
会
及
び
栃
木
県
自
衛
官
募
集

利
市
、
足
利
市
教
育
委
員
会
、
防
衛
協
会

相
談
員
連
絡
会
足
利
支
部
主
催
の
「
陸
上

ー
ジ
、
広
報
誌
な
ど
で
公
募
さ
れ
た
８
２

感
動
し
た
」「
地
元
出
身
の
隊
員
の
演
奏

場
す
る
な
ど
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
盛
況
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
花
束
贈
呈
に
は
栁

矢板市子ども未来館　未来館まつり
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
訪
れ
て
１
／
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
の
前
で
写
真
撮

空
学
校
宇
都
宮
校
（
北
宇
都
宮
）
の
支
援
を
受
け
、
広
報
展
を
実
施
し
た
。

に
、
矢
板
市
で
行
わ
れ
た
「
矢
板
市
子
ど
も
未
来
館　

未
来
館
ま
つ
り
」
に
お
い
て
陸
上
自
衛
隊
航

隣
の
高
校
生
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
お
り
、
自
衛
隊
車
両
や
自
衛
官
が
普
段
ど
の
よ
う
な

影
や
制
服
試
着
を
す
る
な
ど
、
自
衛
官
に
な
り
き
り
楽
し
ん
で
い
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
近

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
足
利
地
域

で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
各
地
で
広
報

勤
務
を
し
て
い
る
の
か
に
興
味
を
示
し

自衛隊栃木地方協力本部

栁田２曹の母親による花束贈呈

足利市出身隊員栁田２曹によるフルートソロ

盛り上がりを見せる会場

小型トラックに試乗する高校生
右：栃木地本へ臨時勤務中の菊池士長）

来場者と記念撮影 左：北宇都宮より支援（末吉１曹）

う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

が
り
を
見
せ
た
。
演
奏
を
聞
い
た
聴
衆
者

田
２
曹
の
母
親
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出
で
登

利
市
出
身
隊
員
（
栁
田
２
曹
）
に
よ
る
フ

足
利
地
域
事
務
所
は
「
今
後
も
、
各
種

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
足
利
市
ホ
ー
ム
ペ

６
名
が
訪
れ
、
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
大
盛
況

に
と
て
も
親
近
感
が
わ
き
ま
し
た
」
と
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
地
域
や
協
力
者
と

衛
隊
の
魅
力
を
伝
え
、
募
集
広
報
を
推
進

日(

土)

、
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

20自
衛
隊
第

音
楽
隊
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

12

と
な
っ
た
。
ま
た
、
音
楽
隊
所
属
の
足

12

か
ら
は
「
第

音
楽
隊
の
演
奏
に
と
て
も

12

の
信
頼
関
係
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
自

し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
大
田
原
地
域
事
務
所
（
所
長　

高
井
１
陸
尉
）
は
、
７
月
20
日
（
土
）

も
大
変
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

て
く
れ
る
な
ど
、
初
め
て
の
自
衛
官
と

う
こ
と
が
で
き
、
矢
板
市
と
地
域
住
民

今
回
初
め
て
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し
た
広

展
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
家
族
と
ふ
れ
あ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
感
想

た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
お
会
い
で
き
る
こ

大
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、

報
官
の
佐
藤
１
陸
曹
は
「
今
回
の
広
報

の
会
話
が
弾
ん
で
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

図
り
自
衛
隊
の
職
業
と
し
て
の
魅
力
、

の
信
頼
と
理
解
を
獲
得
で
き
た
。
我
々

展
支
援
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
き
、

を
述
べ
た
。

自
治
体
・
地
域
住
民
と
密
接
に
連
携
を

や
り
が
い
を
積
極
的
に
発
信
し
て
、
引

で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

き
続
き
募
集
業
務
に
努
め
て
い
く
所
存


